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	2026年3月期 決算説明会
	2026年3月期 決算概要
	2026年3月期業績ハイライト
	2026年3月期　通期実績
	前期比
	2027年3月期　通期予想
	前期比
	売上収益
	7,776億円
	+3.2％

	営業利益
	1,047億円
	-2.2％

	売上収益
	8,200億円
	+5.5％

	営業利益
	1,100億円
	+5.1％

	150円
	1株当たり年間配当金
	+40円

	自己株式取得

	559億円
	「2030年度に目指す姿」


	2026年3月期連結業績
	2025/3通期
	2026/3通期
	前期比
	　売上高
	7,531億円　　　　　　　
	7,776億円
	+3.2％　　

	　　国内
	1,272億円
	1,321億円
	+3.9％

	　　海外
	6,259億円
	6,455億円
	+3.1％

	　営業利益
	1,070億円
	1,047億円
	-2.2％

	　税引前利益
	1,085億円
	1,080億円
	-0.4％

	　親会社の所有者に 　帰属する当期利益
	793億円
	794億円
	+0.1％

	　EPS
	294.90円
	299.95円
	※為替の影響：全通貨の加重平均で3.7%の円安、　売上収益の増加額233億円



	地域別売上動向（現地通貨）
	前期比
	　日本
	+3.9%

	　欧州
	-1.5%

	　　西欧
	+2.5％

	　　東欧
	-8.3%

	　北米
	-5.1%

	　アジア
	+6.0%

	　中南米
	+3.4%

	　オセアニア
	+1.9%

	　中近東・アフリカ
	+3.7%

	　連結合計
	+0.2%



	充電製品、OPE製品の売上収益
	充電製品
	前期比（円貨）
	+4％
	前期比（LCベース）

	+1％
	全売上収益に占める充電製品の比率

	56％
	OPE全体
	前期比（円貨）


	+1％
	前期比（LCベース）

	-3％
	充電式OPE
	前期比（円貨）


	+2％
	前期比（LCベース）

	-2％

	営業利益増減要因（実績）
	単位：億円

	生産・販売・在庫台数
	2025/3 通期
	2026/3 通期
	前期比
	　生産台数
	2,936万台
	2,805万台
	-4.4%

	　販売台数
	3,062万台
	2,978万台
	-2.7%

	　在庫台数
	1,525万台
	1,576万台
	+3.3%

	　在庫カ月数
	10.2カ月
	9.8カ月

	（ご参考）地域別在庫カ月数（カ月）※⾦額ベース
	日本
	欧州
	北米
	アジア　　　　
	中南米
	オセアニア
	中近東・アフリカ

	1.6
	6.9
	8.8
	2.2
	8.4
	7.0
	6.4



	設備投資・減価償却費・研究開発費
	設備投資
	179億円
	176億円
	215億円
	2026年3月期の主な設備投資
	日本：岡崎工場　倉庫棟建て替え
	オーストラリア：倉庫建設
	シンガポール：倉庫建設

	減価償却費
	研究開発費
	248億円
	249億円
	252億円
	143億円
	151億円
	166億円

	2027年3月期通期業績予想
	2026/3
	2027/3 予想
	前期比
	　売上収益
	7,776億円　　　　　　　
	8,200億円
	+5.5%

	　　国内売上
	1,321億円
	1,350億円
	+2.2％

	　　海外売上
	6,455億円
	6,850億円
	+6.1％

	　営業利益
	1,047億円
	1,100億円
	+5.1％

	　税引前利益
	1,080億円
	1,110億円
	+2.8％

	　親会社の所有者に 　帰属する当期利益
	794億円
	810億円
	+2.0％

	　EPS
	299.95円
	313.45円


	営業利益増減要因（予想）
	単位：億円

	生産・販売・在庫台数（予想）
	2026/3
	2027/3 予想
	前期比
	　生産台数
	2,805万台

	2,900万台
	+3.4%

	　販売台数
	2,978万台
	3,100万台
	+4.1%


	　在庫台数
	1,576万台
	1,560万台
	-1.0%


	　在庫カ月
	9.8カ月

	9カ月台半ば

	設備投資・減価償却費・研究開発費（予想）
	2026/3
	2027/3
	　設備投資
	215億円　　　　　　　

	300億円
	　減価償却費
	252億円

	250億円
	　研究開発費
	166億円

	185億円

	利益配分に関する基本方針の見直し
	変更前
	変更後
	年間配当金20円を下限
	総還元性向35％以上
	特殊要因がある場合には、これを加減算した調整後の基本的1株当たり当期利益を基に配当額を決定
	連結配当性向50％以上
	特殊要因がある場合には、これを加減算した調整後の基本的1株当たり当期利益を基に配当額を決定
	※当期（2026年3月期）の配当より適用 　今後は中間/期末の配当のバランスを考慮


	2026年4月28日発表 「利益配分に関する基本方針の変更及び剰余金の配当に関するお知らせ」

	株主還元
	2026年3月期
	2027年3月期（予想）
	親会社の所有者に帰属する当期利益

	EPS
	1株当たり年間配当金
	中間配当
	期末配当
	自己株式取得
	連結配当性向

	794億円
	299.95円
	150円
	20円
	130円
	559億円
	50.0％
	810億円
	313.45円
	未定
	79円
	未定
	適宜機動的に実施
	50％以上

	資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応
	ROE
	現状分析
	2026年3月期は、収益性の維持・自己株式取得により、前期並みのROE水準を確保
	株価は中東情勢を受けて期末にかけて不安定な値動き
	株式市場が全体に低迷したことにより、PBRは前年同等の水準に留まる
	8％～10％
	6％～8％


	かつては、株主資本コストを6％～8％と推定 金利の上昇等、事業環境の変化により、 足元では8％～10％と推定

	改善に向けた方針・目標
	株主資本コストを上回るROEの達成と安定維持（2030年度にROE11％以上の達成を目指す）
	株主資本コストの低減によるエクイティスプレッドの拡大
	株価とPBR（倍）


	取り組む事項
	「2030年度に目指す姿」として「ROE11％以上」を標榜、収益の拡大、自己資本のコントロールにより達成を目指す。
	サステナビリティ・人的資本経営、IR活動の充実により、株主資本コストの低減を企図


	「2030年度に目指す姿」
	業績の推移
	粗利率はコロナ以前の水準まで回復も、人件費を中心とした販管費の増加により営業利益率は停滞気味
	自己資本の積み上がりも影響し、ROEは株主資本コストを十分に上回る水準には至らず
	売上収益
	粗利率
	(億円)
	50％
	40％
	30％
	20％
	10％

	営業利益率
	自己資本
	8％
	6％
	(億円)
	10％
	4％
	2％

	ROE


	事業環境の認識
	・自国中心主義の拡大 ・ブロック経済化 ・環境規制の強化 ・紛争等の地政学リスク
	政治
	事業環境
	「脱エンジン・脱炭素」、「現場の省人化・安全化ニーズ」という大きな構造トレンドは引き続きマキタにとって追い風 ・人手不足を背景に「現場の省力化、省人化」、「ユーザビリティの高い製品」、「製品の耐久性、納品の迅速さ、アフターサービス」への需要が高まる ・脱炭素社会の実現に向けたエンジン→充電シフトは不可逆的に進捗
	課題
	加速度的に変化する環境下で、持続的な成長を実現するためには、環境に左右されない強固な事業・収益構造へのシフトが不可欠 ・技術革新や顧客ニーズの急速な変化を背景に、求められる技術水準は加速度的に変化 ・金利や為替、住宅投資などの短期景気変動の影響を受けやすい事業構造 ・加えて、コーポレートガバナンス改革の進展や東証による資本コスト経営の要請を契機として、より資本効率性を意識した事業・財務戦略が求められている状況

	経済
	技術
	・新興国の台頭 ・低成長、 　高インフレの併存 ・金利、為替変動
	・自動化、 　省人化技術普及 ・バッテリ技術の革新 ・AIの普及

	社会
	・先進国の人口減、高齢化 ・労働力不足の恒常化 ・消費者ニーズの多様化



	2030年度に目指す姿
	市場・社会の中長期トレンド
	現場の人手不足
	脱炭素社会の実現
	長期目標：Strong Company 人の暮らしと住まい作りに役立つ工具（充電式を中心とした電動工具・園芸用機器、エア工具など）のグローバルサプライヤーとして持続可能な社会の実現に貢献し、業界での確固たる地位を確保する。
	中長期ビジョン：社会課題の解決に貢献するSolution Company 「現場の人手不足」、「脱炭素社会の実現」を始めとした社会課題へのソリューション提供を通じて、持続可能な社会の実現に貢献し、社会と共に成長する。
	2030年度 目指す姿

	持続可能な成長に向けた「充電製品の総合サプライヤー」への進化
	充電製品を軸に、外部環境に依存しない強固なビジネスモデル・事業基盤を確立
	不確実性の高い事業環境においては、環境の変化に応じた成長戦略を機動的に推進することが必要不可欠であり、資本効率を意識した経営をより重視していく方針
	現状認識
	技術革新や顧客ニーズの急速な変化を背景に、求められる技術水準は加速度的に変化
	金利や為替、住宅投資などの短期景気変動の影響を受けやすい事業構造
	加えて、コーポレートガバナンス改革の進展や東証による資本コスト経営の要請を契機として、より資本効率性を意識した事業・財務戦略が求められている状況



	2030年度に目指す姿
	2030年度までの5年間は持続的な成長を実現するための収益構造・事業基盤強化フェーズの位置づけ
	安定的な収益構造への転換と資本効率の改善を実現することで、将来の持続可能な成長を目指す
	①収益性の向上
	②事業基盤の強化
	③資本効率の改善
	営業利益率
	15％以上
	ROE

	11％以上
	キャッシュ水準
	月商 2カ月～3カ月


	①「収益性の向上」　マキタの40Vmaxシリーズ
	社会課題解決に貢献する40Vmaxシリーズの浸透・拡販
	40Vmaxシリーズは、これまでエンジン式、エア式、電源コード式製品でしか対応できなかった高負荷作業を充電式で実現することで、『人手不足』や『脱炭素』といった2つの大きな社会課題の解決に貢献
	脱炭素社会の実現
	エンジンから充電化シフトの不可逆的進行
	現場の人手不足

	就労人口の減少および高齢化の進行
	40Vmaxシリーズ
	エンジン式、エア式、電源コード式同等のパワー
	専用設計ならではの高耐久性
	圧倒的な互換性やコードレスによる高い作業効率性




	①「収益性の向上」　成長戦略のイメージ
	社会課題解決に貢献する40Vmaxシリーズの浸透・拡販
	40Vmaxシリーズ（高付加価値製品）を軸として、世界のあらゆる現場・プロユーザーの課題解決に貢献
	売上構成比における40Vmaxシリーズの構成比を向上させることで、全体の売上・収益性向上を企図
	建築・建設市場に依存しない事業領域・基盤の構築 多種多様なエンドマーケットへの展開
	エンジン代替ニーズ（未開拓市場）の獲得
	40Vmaxシリーズ ➡高付加価値製品／高収益性

	充電製品売上の電圧別構成比
	ユーザーの潜在的課題を捕捉可能なグローバル体制の確立 販売人員の増強によるソリューション提案力の強化
	FY2030
	FY2025


	➀「収益性の向上」多種多様なエンドマーケットへの展開
	社会課題解決に貢献する40Vmaxシリーズの浸透・拡販
	従来の充電工具ではできなかった、重負荷作業を可能にするのが40Vmaxシリーズ
	40Vmaxを足掛かりに、多種多様な業界の開拓を加速する

	合計で1,800億ドル規模の市場と推定
	都市インフラ
	橋梁建設
	プラント建設
	重機メンテナンス
	農業
	林業
	特にOPE関連市場に注力
	鉱山開発
	鉄工関連

	etc.


	➀「収益性の向上」OPE市場への注力
	社会課題解決に貢献する40Vmaxシリーズの浸透・拡販
	OPE市場は電動工具市場を上回る規模と推定、足元では脱炭素化を背景に充電製品の選好が加速
	バッテリ・モータ技術を持つマキタにとっては追い風、OPE市場は注力すべき市場と位置づけ
	現在の主力領域
	今後の注力領域
	OPEの市場規模

	約400億ドル
	約500億ドル
	約300億ドル
	約400億ドル


	➀「収益性の向上」汎用小型エンジンの代替ニーズの獲得
	社会課題解決に貢献する40Vmaxシリーズの浸透・拡販
	エンジンから充電への置き換えニーズを捉えた新製品
	汎用エンジンの市場規模は2030年末には100億ドルを超える見込み（※1）
	パートナーと協力し、未開拓分野にマキタバッテリを行き渡らせる新たな発想
	既存の商流と代替可能性
	モータユニットの製品展開イメージ
	充電式モータユニット
	排気量35cc～50ccクラスの汎用エンジンを置き換え可能な充電式モータユニット
	40Vmaxバッテリで駆動
	汎用エンジンと同様のインターフェース（※2）
	排ガスゼロ、低騒音といった充電式特有のメリット
	ポンプ
	ウィンチ
	プレートコンパクタ

	背負バイブレータ
	小型トロウェル


	既存の商流
	汎用エンジンメーカー
	完成品メーカー
	動力源として、汎用エンジンを完成品メーカーに販売
	仕入れたエンジンを様々な機器に組み込み、消費者に販売




	➀「収益性の向上」ユーザーの潜在的課題を捕捉可能なグローバル体制の確立
	社会課題解決に貢献する40Vmaxシリーズの浸透・拡販
	40Vmaxはまず使ってもらうことで、利便性・パワーを実感できる→現場デモの重要性
	現場の課題を知ることを通じソリューションの提案を実施、製品開発に現場の課題をフィードバック
	現状認識
	住宅分野が落ち込む中、様々な分野の開拓が必要
	あらゆる現場で人手不足が課題。人手不足に対するソリューションが求められる→40Vmaxの拡大余地

	対応策
	世界各地に張り巡らせた販売・サービス拠点網を活用
	販売人員を増強し、現場訪問と40Vmaxを始めとした最適ソリューションの提案によりユーザーの課題解決に貢献
	現場に密着することが新たな分野開拓の鍵

	②販売人員の増強
	FY2025からFY2026にかけて、先行的に必要な人員を確保し、その後は必要水準を保つイメージ
	当初2年程度はコストが先行するが、その後は業績成長のドライバーとなる

	①現場ユーザーの訪問
	世界各地に販売・サービス拠点を有する強みを活かし、営業マン、デモマンが各地の現場を訪問
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